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諏訪兼位1)

はじめに

巡検A･B･Cすべてがスムｰズに行われ,怪我

人もでず,無事に終ったことはなによ'りも嬉しい.

IGC巡検のすべての関係者に感謝したい.

IGC巡検は科学プログラムと同様,IGCには不

可欠の重要な事業である.今回のIGCにおいて,

巡検に関する組織的た取り組みは,巡検実施の7

年前から始まった.すなわち,IGC準備委員会(飯

山敏道委員長)の時代(1985{8年)の当初から巡検

小委員会は活動を開始した.つづくIGC組織委員

会(佐藤正委員長)の時代(1989-93年)に,その活

動を発展させ,巡検を成功にみちびいた.

鵬C準備委員会時代の巡検小委員会

IGC準備委員会の第1回会合は1985年5月20日

に学術会議で開かれた.巡検については,準備･計

画立案を私が担当することとなった.そして兼平慶

.一郎･水谷伸治郎両氏と相談しながら進めることな

どが話し合われた.しかし,残念なことに兼平氏は

まもなく他界された.

これをうけて,巡検小委員会の第1回会合を

1985年10月13目に名古屋大学で開いた.北は北大

の加藤誠氏から西は九大の柳嘩氏まで,全国か

ら10名ぐらいの人が集まった.この会合で,巡検

小委員会の構成は,地域別ワｰキンググノレｰブとテ

ｰマ別ワｰキンググルｰプの2本立として,この

ふたつが縦糸･横糸の関係で有機的に連動すべきこ

とが話し合われた.そして,地域別･テｰマ別に討

議された巡検候補地を,各委員が名大に連絡するこ

ととなった.r巡検小委員会ニュｰス｣第1号は

1985年10月14目に発行された.以後,このニュｰ

スには,巡検小委員会の活動,とくに巡検候補地の

リストがタイムリｰに発表された.実務委員の足立

守氏と鈴木和博氏の献身的努力は,以後7年間続

くこととなる.このニュｰスは第15号を1989年10

月5日に発行して,その役割を終えた.

鵬C組織委員会時代の巡検小委員会

IGC準備委員会の第9回で最後の会合は1988年

12月15目に神田の学士会館で開かれた.IGC組織

委員会への移行を確認し,役割を果して準備委員会

は解散した.

IGC組織委員会の第1回会合は1989年6月16目

に神田の学士会館で開かれた.この会合で,巡検小

委員会の構成は準備委員会時代のものを継承するこ

とが確認された.これをうけて,巡検小委員会の第

1回会合カミ1989年9月7･8の両目,名古屋大学で

開かれた.

巡検候補地･巡検リｰダｰの選定,巡検リｰダｰ

による候補地の下検分･巡検費用の算出･サｰキュ

ラｰの原稿作成･巡検ガイドブックの原稿作成･校

正･巡検参加者への連絡･巡検地での案内と世話

･後始末など,実に多様な面倒た仕事がつづくこ

ととなる.200名以上の日本の地質家がリｰダｰお

よびサプリｰダｰに選ばれ,75名のアシスタント

が協力した.さらに,韓国とフィリピンの地質家も

巡検リｰダｰおよびサプリｰダｰとしてIGC巡検

(1992年)に協力した.

また,かねて申請中の総合研究A｢日本列島Ge-

OtraVerSe基礎調査の総合的研究｣(代表者:諏訪)

が1989･90･91年度の3年間採択され,総額1650

万円が文部省から支給された.この総合研究Aの

研究活動･成果が,実質的に巡検小委員会の活動を

1)日本福祉大学経済学部,元名古屋大学理学部;巡検委員長:

〒465名古屋市名東区梅森坂1-1020

キｰワｰド:IGC,巡検
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第1表鵬C巡検小委員会の構成と役割

第2表鵬C巡検(1992年)
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水谷伸治郎(名大)

足立守(名大)

小沢智生(名大)

加藤磧一(地調)

鈴木和博(名大)
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実施巡検数
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1046人

接,巡検リｰダｰの意見を聴き,少人数でも行うと

いう巡検は残し,サｰド･サｰキュラｰには53コ

ｰスを提示した(第2表).

なお,B巡検については,井本伸広氏カミ精力的に

調整の任にあたられた.

支えてくれることとなった.

巡検小委員会の構成と役割は第1表に示すとお

りである.

巡検地の決定

巡検小委員会では,それまでに集まった100コｰ

ス以上の巡検候補地について,1989年11月から

1990年2月にかけて,絞り込みの選定作業をつづ

け,ファｰスト･サｰキュラｰに80コｰスを提示

した(第2表).内容的には,環境地質8,エネノレギ

ｰ資源2,地球年代学1,地球化学6,火成岩12,

変成岩16,鉱産資源8,古生物7,第四紀14,堆積

14,層位13,構造24,列島トラバｰス12,火山7

である.

この80コｰスについて,世界中からアンケｰト

を求めた.沢山のアンケｰトが集まり,それをもと

に1990年10月に検討を加え,セカンド･サｰキュ

ラｰには67コｰスを提示した(第2表).1991年6

月､67コｰスの巡検リｰダｰ各位に,巡検ガイド

ブック作成のフォｰマットを送り,かくして原稿執

筆がはじめられた.

一方,提示した67コｰスについて,正式な巡検

参加申込みが窓口のJTBを通じて,次第に集まっ

てきた.参加申込みの少ないコｰスについては,直

巡検ガイドブックの完成

セカンド･サｰキュラｰに提示した67コｰスに

ついて,巡検ガイドブックの執筆がつづけられた.

巡検ガイドブックの執筆を担当した巡検リｰダｰ各

位は,最新の研究成果や'1青報をコンパクトな形で提

示すべく,努力を惜しまれなかった.

査読は,巡検小委員会のメンバｰをはじめ,多く

の方々に依頼した.

結局,A巡検16,B巡検22,C巡検22(うち1つは

韓国で発行)計60コｰスについて,巡検ガイドブッ

クが発行された.

さらに,韓国発行分をのぞく59コｰスについて

は,内容別に以下のように,6巻に分類･合本して

発行された(第3表).

中･古生代(yo1.1,名大),新生代(yo1.2,地

調),環境地質(Vo1.3,地調),火山(yo1.4,地

調),変成帯(Vo1.5,地調),鉱床(Vo1.6,資源地

質学会).

巡検ガイドブックの編集について,地質調査所の

加藤磧一氏･野呂春文氏･浦辺徹郎氏･青木正博氏

および名古屋大学の足立守氏･鈴木和博氏の皆さ

んは,労力を惜しまず,立派なガイドブックの完成

に努力された.

また,巡検ガイドブックの出版には,地質調査所

(小川克郎所長･佐藤壮郎次長),名古屋大学学術振

興基金,資源地質学会(石原舜三会長)の援助に負う

ところが大きい.
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策3表鵬C巡検ガイドブック(合本分)

Vo1.1.Pa1eozoicandMesozoicTerr舳es:Basementofthe

JapaneseIs1andArcs(edits.M五dachi汕d
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ofJapan(edits.H.KatoandH･Noro,inc1uding

杵�敢潯歳潦�������������㈬

B23andCOδ)呈189pp.

Vo1.3.En㎡r⑪nmenta五Geo工⑪野狐dtheLateQ蜴temaryof

Japan(edits田H.K説⑬籔虹dH.Noro,inchdingguide-

books⑪fA12量A王3,B01,B02,B1O,B18,C11,C16

慮�㌵���倮

Vo1.4.Vo1canoes舶δGeotherma1Fie1dsof畑pan(edits.

H.Kato狐d亘凸Noro,inc1udingguidebooksofA03,

A06,A23,B1エ,B24,B25,C12,C13,C15狐遂C32),

㈷��

Vo1.5.MetamorphicBe1tsandRe1a蜘Phtonisminthe

JapaneseIs至狐ds(edits.H由KatoandH.Noro,in-

c1udingguidebookso圭A2王星A2雀芋A25,B03,B04,

B16,B19,B2G茗CO王,C08,C22,andC25),361pp.
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巡検の実施

サｰド･サｰキュラｰに提示した53コｰスの巡

検を,すべて実施することができた(第2表).巡

検リｰダｰ各位の無意と努力と慎重な配慮によっ

て,すべての巡検が,無事に,しかも成功裡に終っ

たことは,何よりも嬉しい.

巡検終了後,巡検参加者からは,巡検リｰダｰに

感謝の手紙が多数寄せられた.A巡検･B巡検参

加者の声は,会期中発行された新聞r京都｣に載せ

られた.異口同音に感謝の声であった.

写真1はB16(中央構造線)の巡検風景(リｰダ

ｰ:高木秀雄氏)である.長谷村は立派た横断幕を

ふたつも用意してくれた.写真2はC13(伊豆大島

火山)の巡検風景(リｰダｰ:大島治氏)である.

お天気もよく,素晴らしい露頭のそばで,巡検参加

者が楽しくカメラにおさまっている.

IGC巡検(1992年)の参加者総数は1046人であっ

た(第2表).とくにB巡検参加者は540人の多数に

のぼった(第2表).B巡検は週末の日帰りもしく

は1泊2日の巡検で,出費の負担も少ない.その

ためか,近年人気が高い.ちなみに,1989年の

WashingtonのIGCの巡検参加者の総数は,1276

1993年3月号

写真1B16(中央構造線)の巡検風景(リｰダｰ:高木秀

雄氏).長谷村は立派な横断幕をふたつも用意し

てくれ,巡検参加者一同みな感激した.京都か

らバスで到着したところのスナップ.1992年8

月29目早.

人であった.そのうちB巡検参加者は670人であ

り,参加者総数の53%を占めた.今回のIGC巡検

とよく似たパタｰンである.このパタｰンは今後し

ばらくは続くだろう.

巡検リｰダｰ各位に対する財政的補助は決して十

分であったとはいえないが,必要額は組織委員会か･

ら支拡われた.これは,名古屋在住の古川為三郎翁

の個人的寄付(500万円)に負うところが大きい.ま

た,森啓氏二小松正幸氏だとは,関係地方自治体

などに働きがけ,IGC巡検を財政的にサポｰトさ

れた.

あとがき

京都国際会議場では会期中,巡検の特別コｰナｰ

カミ設げられた.B巡検･C巡検参加のコソファｰメ

ｰション,巡検参加者への情報提供,巡検リｰダｰ�
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写真2C互3(伊豆大島火山･箱根火山)の巡検風景(リｰダｰ:大島治氏)･伊豆大島の素晴らしい露頭r地層

大切断面｣のそばで,巡検参加者が楽しくカメラにおさまっている､お天気もよい.1992年9月5目

早.

と巡検参加者との調整をはじめ,国内旅行の相談,

換金の相談,そしてA･B巡検参加者の感想談の聞

き役たと,この特別コｰナｰは,まことに多忙であ

り,有効であった.

JTBの職員とともに,この特別コｰナｰに連日

座って大役を果たされた,副委員長の水谷伸治郎氏,

B巡検担当の井本伸広氏,幹事の足立守氏･小沢

智生氏･鈴木和博氏だとの姿を忘れることはできな

し･.

最後に,実施した53コｰスの,すべての巡検リ

ｰダｰ･サプリｰダｰ･アシスタントの皆さんに,

心からの御礼を申し述べて欄筆したい.

����湯物��㌩��數��楯渮
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